
後期の児童・保護者アンケートから
令和元年度後期「学校教育に関するアンケート」にご協力をいただきましてありがとうございました。遅くなりまし

たが、その結果を報告いたします。
今回、例年のアンケート項目の内容を少し見直しました。見直しのねらいは二つあります。一つ目は、それぞれの

目指す姿に向けて、学校の取り組んでいる内容を具体的に示し、その取組内容を理解した上でお答えいただきたいと

多治見市立市之倉小学校 学校だより 令和２年特別号 いうこと。二つ目は、ご家庭での様子について、学習面や生活面を具体的にして、家庭学習や生活習慣の全体的な傾

507-0814 多治見市市之倉町 10－ 381 TEL O572－22－3702 FAX 0572－21－2113 向をつかみたいということです。今後も、こうした方向で経年の傾向をみていきたいと考えています。何卒、ご理解

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://school.city.tajimi.lg.jp/ichinokura/ いただければ幸いです。自由記述にあったご意見やご要望についても、真摯に受け止め、来年度に向けて改善できる

点については改善策を講じていきます。個別のご意見については、それぞれに回答をさせていただいております。

後期アンケートから分る全体的な傾向は以下の通りです。

＜保護者アンケートから＞

○アンケートに学校の取組を具体的に示すことで肯定的
な比率が飛躍的に上がったものがあった。これらは目

指す姿に向けての取組が理解されているといえる。

○「働き方改革」の取組については、概ね受け入れられ
ている。今後もねらいをきちんと説明し、子どもに軸

足を置いた業務の適正化を行っていきたい。

○我が子を認め励ましたり、悩み事の相談にのったりす
ることができている家庭の割合が８割を越えている。

親子の良好なコミュニケーションがとれている家庭が
多く、たいへんありがたいことである。

●「一人一人を大切にする」「一人一人の理解」「一人

一人とのコミュニケーション」といった項目の肯定的
割合が前年や前期と比べて低かった。個に応じたきめ

細かな指導の充実が来年度の大きな課題となる。

●学校の指導や対応についての項目は、学級格差が大き
かった。担任と保護者・児童との信頼関係がアンケー

ト結果に大きく反映されている。どの教職員も信頼さ

れる指導ができるような学校体制や研修、職員指導が
求められる。

●家庭での学習の取り組み方や保護者の見届けについて

は他の項目と比較して肯定的な割合が低かった。学習
内容の定着や主体的に学ぶ力を育むためにも家庭学習

の見直しを学校と保護者が連携して進めていきたい。

＜児童アンケートから＞

○「先生は工夫して教えてくれる」「授業が分りやすい」

という項目は肯定的な回答が９０％を越えていた。学
習面では、子どもの実態に則した授業が行われている。

○●通学班登校や地域や学校での挨拶については肯定的

な回答が８０％を越えている。しかし、保護者や児童
の自由記述をみると挨拶が低調であったり、通学班が

うまくいっていないという意見が多く、一概に良好と

はいえない。
●「分らないことを聞きやすい」「困ったことを話せる」

といった項目が前期や前年と比べて低かった。今後、

さらに子どもの目線に合わせ、子どもに寄り添う指導
の充実が求められる。

●「授業で発表しますか」という項目では全体に前期・

前年比と比べて低く、児童を主体とした授業づくりを
進めていく必要がある。

全体的に前期や前年度と比べて、肯定的な評価の割合が

低くなった項目が多いという事実を職員全体で正対し、来年

度取り組んでいきます。どうぞよろしくお願いします。
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